










With the spread of smartphones, instant messaging client apps have replaced e-mail in electronic communication. The apps have 
various features and functions which enable and promote smooth communication substantially close to the real conversation. 
However, the apps sometimes cause crimes, troubles, and cyber bullying. Therefore, this paper clarifies the influence of the features 

























































文化庁が行った『平成 23 年度 国語に関する世論調査』に
よると，「口頭で言えば済むことでも，メールを使うように
なった」という人の割合が 29.5%と，平成 13 年度と比較し
メッセージングアプリの機能がコミュニケーションにおいて 
果たす役割に関する一考察 
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（IM）の総称である．IM は，インターネットや LAN 等の
ネットワークにつながった複数の端末間で，リアルタイムに
メッセージのやり取りができるアプリケーションソフトウ
ェアである．IM の草分け的存在と言われる ICQ が 1996 年に
Mirabilis 社によって開発され，以降，様々なサービスが登場
しては消えていった[9, 10]． 

















ソーシャルメディア全体で見ても，利用率 1 位の YouTube
（65.1%）に次いで LINE は 2 位（55.1%）であり，他のコミ
ュニケーション系メディアである Facebook（28.1%）や Twitter







図 2 日本におけるメッセージングアプリの利用率 
（MMD 研究所『スマートフォンアプリに関する調査（2015
年 4 月）』のデータより著者作成） 
 
表 1 メッセージングアプリの比較 
アプリ名 グループチャット 通話 スタンプ 既読表示 
LINE ○ ○ ○ ○ 
Skype ○ ○ × × 
Viber ○ ○ ○ △ 
カカオトーク ○ ○ ○ △ 











































































図 3 既読表示に関するアンケート結果 
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電話 迅速 聴覚 人的 自然 
手紙 遅い 視覚 人的 自然 
文書 
（書類） 
遅い 視覚 非人的 自然 
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